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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第50期
第１四半期
連結累計期間

第51期
第１四半期
連結累計期間

第50期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 97,793 108,014 407,401

経常利益 (百万円) 5,579 6,588 25,288

四半期(当期)純利益 (百万円) 3,272 3,898 14,955

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,256 3,898 14,973

純資産額 (百万円) 90,430 103,034 100,770

総資産額 (百万円) 152,466 167,250 168,073

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 51.92 61.85 237.30

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － 61.85 237.29

自己資本比率 (％) 59.3 61.6 60.0

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第50期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府のデフレ脱却に向けた財政・金融政策への期待感から景況

感に改善の兆しは見られたものの、雇用情勢・所得環境への不安は解消されず、また、長期化する欧州債務問題や新興

国における経済成長の鈍化の影響などにより、景気は先行き不透明な厳しい状況が続きました。

ドラッグストア業界におきましては、同業他社による積極的な出店や価格競争に加え、他業種からの参入も徐々に

増加し、更に厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、引き続き、「安心・信頼・便利の提供」をキーワードに、お客様のニーズ

に応える質の高い出店やサービスレベルの向上、更にシステム統合によるグループ会社間の情報の共有化、物流拠点

の移設による効率化、新業態の開発や積極的な店舗改装などに取り組み、活性化を図ってまいりました。

当第１四半期連結累計期間の当社グループ全体の出店などの状況は、17店舗を新規出店し、１店舗のスクラップ＆

ビルドを実施いたしました。また、８店舗で改装を行い、７店舗を閉店、フランチャイズ店で１店舗を解約し活性化を

図りました。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の当社グループ全体の店舗数は、ドラッグストア事業725店舗（直営店

529店舗、㈱星光堂薬局54店舗、㈱サンドラッグファーマシーズ20店舗、㈱サンドラッグ東海18店舗、フランチャイズ店

104店舗）、ディスカウントストア事業178店舗（ダイレックス㈱178店舗）の合計903店舗となりました。

当第１四半期連結累計期間の業績は、連結売上高1,080億14百万円（前年同期比10.5％増）、連結営業利益64億22百

万円（同16.8％増）、連結経常利益65億88百万円（同18.1％増）、連結四半期純利益38億98百万円（同19.1％増）と

なり、増収・増益となりました。

セグメント業績等の概要は次のとおりであります。

＜ドラッグストア事業＞

ドラッグストア事業は、日焼け止め、殺虫剤などの季節関連商材が好調に推移したことに加え、効率的販促への見直

しなど、引き続き経費の削減に努めました。

なお、ドラッグストア事業の出店などの状況は、11店舗を新規出店し、６店舗を改装し６店舗の閉店とフランチャイ

ズ店１店舗を解約し活性化を図りました。

以上の結果、ドラッグストア事業の売上高は826億51百万円（前年同期比9.4％増）、営業利益は53億34百万円（同

12.1％増）となり、増収・増益となりました。

＜ディスカウントストア事業＞

ディスカウントストア事業は、ドラッグストア事業同様に季節関連商材が好調に推移したことに加え、積極的に導

入した医薬品等の売上拡大により粗利益の改善を図るとともに、販促の見直しなど経費の削減に努めました。

なお、ディスカウントストア事業の出店などの状況は、６店舗を新規出店し、１店舗のスクラップ＆ビルドを実施し

たほか、２店舗の改装と１店舗（建替えによる）の閉店を実施し活性化を図りました。

以上の結果、ディスカウントストア事業の売上高は315億58百万円（前年同期比14.7％増）、営業利益は10億82百万

円（同46.5％増）となり、増収・増益となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第1四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ8億23百万円減少し、1,672億50百万円

となりました。主な要因は、商品及び未収入金の減少などによるものであります。

負債合計は前連結会計年度末に比べ30億86百万円減少し、642億16百万円となりました。主な要因は、未払法人税等

の減少などによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ22億63百万円増加し、1,030億34百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は1.6ポイント増加し61.6％となりました。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

　
(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期連結累計期間において、変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 268,000,000

計 268,000,000

　
② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 67,165,59267,165,592
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 67,165,59267,165,592― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年４月１日～　
平成25年６月30日　

－ 67,165,592 － 3,931 － 7,409

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式   4,142,300― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  63,018,100 630,181 ―

単元未満株式 普通株式       5,192― ―

発行済株式総数 67,165,592 ― ―

総株主の議決権 ― 630,181 ―

(注) 「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社サンドラッグ
東京都府中市若松町一丁目
38番地の１

4,142,300 ― 4,142,3006.17

計 ― 4,142,300 ― 4,142,3006.17

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第１四半期累計期間における役員の異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社サンドラッグ(E03226)

四半期報告書

 6/16



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

　

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 29,221 29,943

売掛金 6,916 6,891

商品 50,953 49,929

原材料及び貯蔵品 52 54

その他 14,444 13,139

貸倒引当金 △8 △9

流動資産合計 101,579 99,949

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 23,477 23,973

その他（純額） 13,452 13,488

有形固定資産合計 36,929 37,462

無形固定資産

のれん 746 645

その他 4,048 4,048

無形固定資産合計 4,794 4,693

投資その他の資産

敷金及び保証金 14,781 15,052

その他 10,268 10,102

貸倒引当金 △280 △10

投資その他の資産合計 24,769 25,144

固定資産合計 66,494 67,300

資産合計 168,073 167,250
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 44,479 44,035

短期借入金 717 735

未払法人税等 5,514 2,609

役員賞与引当金 － 26

ポイント引当金 2,050 2,033

その他 9,131 9,493

流動負債合計 61,892 58,933

固定負債

長期借入金 657 451

退職給付引当金 624 657

資産除去債務 2,025 2,074

その他 2,102 2,098

固定負債合計 5,410 5,282

負債合計 67,303 64,216

純資産の部

株主資本

資本金 3,931 3,931

資本剰余金 7,409 7,409

利益剰余金 96,242 98,501

自己株式 △3,602 △3,602

株主資本合計 103,980 106,239

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 44 44

土地再評価差額金 △3,263 △3,263

その他の包括利益累計額合計 △3,218 △3,218

新株予約権 9 12

純資産合計 100,770 103,034

負債純資産合計 168,073 167,250
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 97,793 108,014

売上原価 74,906 82,766

売上総利益 22,887 25,247

販売費及び一般管理費 17,388 18,824

営業利益 5,498 6,422

営業外収益

受取利息 26 29

受取配当金 2 3

固定資産受贈益 34 102

その他 22 35

営業外収益合計 86 170

営業外費用

支払利息 4 2

その他 0 0

営業外費用合計 5 3

経常利益 5,579 6,588

特別利益

受取補償金 － 1

違約金収入 0 －

その他 0 －

特別利益合計 0 1

特別損失

固定資産除却損 83 83

賃貸借契約解約損 － 25

減損損失 26 －

その他 0 2

特別損失合計 110 110

税金等調整前四半期純利益 5,470 6,480

法人税等 2,197 2,581

少数株主損益調整前四半期純利益 3,272 3,898

四半期純利益 3,272 3,898
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,272 3,898

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15 0

その他の包括利益合計 △15 0

四半期包括利益 3,256 3,898

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,256 3,898

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

　
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

税金費用の計算 　当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算しております。

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 1,063百万円 1,209百万円

のれんの償却額 135百万円 101百万円

　
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月23日
定時株主総会

普通株式 1,386 22平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

　
当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月22日
定時株主総会

普通株式 1,638 26平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

ドラッグストア
事業

ディスカウント
ストア事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 70,299 27,494 97,793 ― 97,793

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

5,233 9 5,243 △5,243 ―

計 75,532 27,504 103,036 △5,243 97,793

セグメント利益 4,759 739 5,498 0 5,498

（注）１．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

ドラッグストア
事業

ディスカウント
ストア事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 76,467 31,546 108,014 ― 108,014

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

6,183 12 6,196 △6,196 ―

計 82,651 31,558 114,210 △6,196 108,014

セグメント利益 5,334 1,082 6,417 4 6,422

（注）１．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
 前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 51円92銭 61円85銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(百万円) 3,272 3,898

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 3,272 3,898

普通株式の期中平均株式数(株) 63,023,276 63,023,276

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 61円85銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(株) ― 4,999

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　
２ 【その他】

公正取引委員会による立ち入り検査について

平成24年12月５日、当社子会社であるダイレックス株式会社は、独占禁止法違反（優越的地位の濫用）の疑い

があるとして公正取引委員会の立ち入り検査を受けました。

公正取引委員会の調査は、現在継続中であり、現時点で当社の連結経営成績への影響の有無を予測するのは困

難であります。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月13日

株式会社サンドラッグ

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    海    野    隆    善    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　種　　村　　　　隆　　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社サンドラッグの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンドラッグ及び連結子会社の平成
25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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